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: 歴史シリーズ

(富山市四方神明宮蔵)

' 江戸から明治に活躍した ; 

、北前船、

江戸時代には、神通川を境にして、東の海辺に沿って発 : 
かわ ， 

j達した東岩瀬 ・水橋 ・滑川 ・魚津 ・生地 ・泊 ・境の湊を河 ; 

j 策宅漏:これに対して、西の伏木 ・放生津 ・海老江 ・氷見 ; 
かhにしたた笥ら

j -灘浦 ・六渡寺 ・高岡木町の湊を河西七浦と呼んだ。

これらの七浦は、 50石以上の外海船による越中米の積 j

j 出しゃ魚肥などの交易に、北は北海道の松前港から、南は j 

j瀬戸内海に入って大阪へと、 明治の末頃まで活発に往来し ; 
j た。いわゆる 吋ヒ前船、と呼ばれた帆船をかつて、海に乗 j 

j り出していたのである。

: このころ，遭難事故がきわめて多かったので，その安全 j 

j を祈願して写真のような絵罵額を氏神に奉納したもので ，

j それは出航前の予祝型と帰航後の感謝型に大別された。 ; 

j 当時は、東岩瀬と伏木は公用船荷の取り扱いを 引き受 ;
;け、最も重要な港だった。明治になって海陸の交通が自由 ; 

になり、和船から帆船、帆船から蒸気船に移る と、 東西七 ;

: 浦のうち、伏木と東岩瀬は近代港湾として栄えていった。 :

j いまその中間の放生津潟を利用 して、富山・高岡新産業都 ， 
j市の恨幹ともいえる富山新港が、43年4月に開港、10万 ト

j ン級のタンカー受入れ準備と背後地の臨海工業地帯も着々 ; 
;整備されつつあり、日本海側の拠点として飛躍しよう とし

: ている。 ; 

最近は、陸上の交通が行き詰まり、空も交通ラッシュ と : 

j なる と、 残るは海である。この意味で 、北前船、の復活と ; 

j もいうべき、新日本海フェリー(小樽~舞鶴〉の登場 (8 : 

j 月〉に期待が寄せられている。フェリーは、長距離になれ j 

j ばなるほど道路や鉄道よりも早く 、しかも安く輸送できる ; 

: のが利点といえよう。 :
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みんなの県政
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国
勢
調
査
実
施
本
部
を
発
足

一市
山
一

一矧
葉
一

一h
稲
一

第
二
一
回
富
山
県
植
樹
祭
は
、
五
月
二
十
六

日
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
強
い
南
風
の
吹
く
な

か
、
小
矢
部
市
の
稲
葉
山
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
中
田
知
事
の
式
辞
の
あ
と
、
広
井
緑
化
推

進
委
員
長
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

「
禄
の
県

土
造
成
に
ま
い
進
し
よ
う
」
と
の
大
会
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
化
功
労
者
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、
関
係
者
や
地
元
の
小
中
学
生
、
各
種
団

体
の
ひ
と
び
と
六

O
O人
は
、
山
頂
付
近
の
東

側
斜
面
に
タ
テ
ヤ
マ
杉
、
ボ
カ
杉
あ
わ
せ
て
二

、
五

O
O本
を
て
い
ね
い
に
植
え
、
緑
化

へ
の

誓
い
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。

ハ
ス
ギ
の
子
よ
す
く
す
く
育
て
と
祈
り
を
こ
め
て
植
樹

す
る
青
少
年
た
ち
)

『郷
土
を
緑
に
』
の
願
い
を
こ
め
て

第
幻
回
富
山
県
植
樹
祭

県
で
は
、
こ
と
し
十
月

一
日
に
実
施
す
る
国

勢
調
査
に
備
え
て
、
五
月
一
日
「
昭
和
四
十
五

年
度
国
勢
調
査
実
施
本
部
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た。
小
浜
総
合
計
画
部
長
を
本
部
長
に
、
高
森
統

計
調
査
課
長
を
調
査
部
長
と
し
、
庶
務
、
企
画
、

広
報
、
指
導
審
査
の
四
班
に
分
け
て
構
成
し
て

い
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
も

の
で
、
こ
と
し
で
一
一
回
円
を
迎
え
ま
す
。
八

月
に
は
、
調
査
員
を
任
命
し
、
十
月

一
日
午
前

零
時
現
在
で
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
ご
協

力
下
さ
い
。

(
看
板
を
か
け
る
高
森
統
計
調
査
課
長
)

害

. 
、ート

公
主主
仁二車

に

審

議

|

|
六

月

県

議

会

|

|

六
月
六
日
招
集
さ
れ
た
ム
ハ
月
定
例
県
議
会
は
、
六
月
十
五
日
、

一
般
会
計
予
算
八
億

一二

三

九

万

円

高

正

oIAM閣明
よ
ど
一
八
案
件
(
議
員
提
出
の
意
見

書
二
件
含
む
)
を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
県
議
会
は
、
神
通
川
の
水
銀
汚
染
、
黒
部
市
の
カ
ド
ミ
ウ

ム
汚
染
な
ど
、
公

害
対
策
を
中
心
に
「
県
民
の
健
康
を
第
ご
に
慎
重
審
議
さ
れ
、
住
み
よ
い
県
土
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
ま
ず
公
害
に
対
処
す
る
た
め
、
知
事
直
属
の
公
害
担
当
参
事
を
設
け
る
と
と

も
に
、
公
害
セ
ン
タ
ー
(
富
山
保
健
所
庁
舎
内
〉
を
六
月
十
七
日
発
足
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
訳
は
、
公
害
関
係
に
三
、

一
八
五
万
三
、

0
0
0円
、
災
害
復
旧
に
四

億
九
、
六
=
二
万
五
、

0
0
0円
、
米
生
産
調
整
対
策
費
に
一
億
四
六
八
万
円
が
お
も
な

も
の
で
、
こ
れ
で
四
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
六
七
八
億
二
、
二
O
O万
六
、

0
0
0円
と
な
り
ま
し
た
。
(
議
只
の
質
問
に
答
える
中
田
知
事
)

中

心

祭

- 4一

新
鋭
機
器
四
十
種
そ
ろ
う

木
材
試
験
場
が
完
成
式

県
木
村
試
験
場
の
完
成
式
は
、
五
日月
十
一
日
午
後

一
時
三

O
分
か
ら
関
係
者
約
一

0
0

人
が
出
附
し
て
、
小
杉
町
黒
河
の
試
験
場
で
聞
か
れ
、
中
田
知
事
が
本
舘
人
り
口
の
テ
ー

プ
を
切
り
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

木
材
試
験
場
は
、
中
小
企
業
木
材
産
業
の
技
術
向
上
と
研
究
テ
ス
ト
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年
四
凡
に
一
部
の
施
設
を
閉
所
し
て
、
相
談
や
試
験
を
し
て
い
た

も
の
で
す
。

本
舘
の
ほ
か
、
実
験
室
、
乾
燥
試
験
室
、
接
着

・
集
成
試
験
室
、
製
材
切
削
試
験
室
な

ど
が
建
て
ら
れ
、
内
部
に
は
、
木
材
の
精
密
検
査
を
す
る
恒
温
恒
湿
室
や
木
材
強
度
試
験

材
な
ど
の
、
木
材
産
業
の
技
術
開
発
へ
新
鋭
テ
ス
ト
機
器
が
、
約
四
十
種
が
設
置
さ
れ
、

こ
ん
ご
増
加
す
る
外
材
や
ア
ル
ミ
材
と
木
材
の
併
合
利
用
な
ど
の
開
発
に
力
が
注
が
れ
ま

す

。

〈

テ

ー

プ

カ

ッ

ト

す

る

中

田

知

事

)
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単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
た
ち
の

会
で
は
、
保
育
従
事
者
の
資
質
の
向
上
と
内
容

の
充
実
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、
研
究
、
講

習
会
、
保
育
研
究
と
か
、
と
く
に
昨
年
か
ら
は

乳

児

三

人

みんなの県政

富
井

乳
児
保
育
は
、

O
才
児
か
ら
一
才
児

ま
で
で
、
国
の
基
準
で
は
、
乳
児
六
人
に
保
母

一
人
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、避
難
訓
練
と
か
、

離
乳
食
に
つ
い
て
は
、
大
変
苦
労
し
ま
す
。

と
く
に
避
難
訓
練
の
場
合
な
ど
、
三
人
か
か

え
て
出
る
の
が
精
一
杯
で
す
。
ひ
と
た
び
大
事

が
起
き
た
と
き
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
当
に
心

配
で
す
。
ぜ
ひ
三
人
に
一
人
の
保
母
を
実
現
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
。

高
木
場

三
才
児
未
満
で
す
と
、
朝
と
か
、

帰
り
に
親
が
迎
え
に
く
る
ま
で
は
、
中
途
ハ
ン

パ
な
状
態
で
お
い
て
お
け
な
い
の
で
、
私
た
ち

保
母
が
目
を
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

一席…
…出一
一ご…

日111市iJ111保育所

前岡市 中火 グ

i，('，Wdiili下グ

i:¥llliIHnli 11 

高岡ili同-1:光徳グ

グ 川原 グ

新m市新淡 グ
氷見ili-l・i!.t~ー グ

mJllili何III!j( グ

n，t; 吊:rl i 三 ~:j 11 

砺波iliIH田r 11 

富山県知事 '1' 日J :-~~ ~ I I 

司会ω山県 f~，1J町会会長〉前 IfI 点 子

保母 沌内利子

11 ~， If 川 節子

11 i，'i A，柑i子
H 大本調i子

11 ~II 元 JK 子

グ ヲii ~~ ='ドヲ

ρ 松」ょ J'_ 子

三11ili j'[ ~'{守

JI]i 1順子

'1' )1・沖子

最近のめざましい経済発展の院には、その担い手として、家庭婦人の職場進出

がめざましい。そのために、子供を保育所へ預けてという家庭が多い。

そこで、最近O才児保育とか、 3才児保育とかと話題になっているおりから、
次代の日本を背負って立つ子供たちが、より豊かにはぐくまれるよう、教育の第 三
一線で働く保母さんたちが集まり、知事を囲んで、その問題点について話しあっ ー

た。

新
た
に
、
三
才
児
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

デ
イ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
は
、
保
母
一
人
に
つ
き
五

O
O円
と
し
、

県
か
ら
補
助
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

保

母

人

を

で
保
母
が
時
差
出
勤
と
い
う
方
法
も
行
な

っ
て

い
ま
す
が
、
六
人
に
一
人
で
は
困
難
で
す
。

事
故
が
起
き
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
や
は
り
安
全
保
育

と
い
う
立
て
前
か
ら
ぜ
ひ
保
母
を
増
や
し
、
三

人
に
一
人
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

前
回

長
時
間
保
育
か
ら
く
る
保
母
の
労
働

過
重
と
処
遇
問
題
で
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
解
決
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
か
。

知
事

保
母
の
待
遇
改
善
が
先
決

小欠羽;司iJjfi'I'，1I

大 111mf上沌 グ

立1I1PlJ新川グ

入議開J入苫=西部グ

初日間I大家庄 グ

八尾町保内グ

大門町大門グ

減端町大鋸足 グ

福光町保育課

(敬問、.~l~i不同〉

"川、ij;~ i([ 子

杉 1~ X 子

水 川 光子

;t(1 Jjj¥ キ ヨ

jlq 111 '1:'; 子

つけ荊l子

防本人よ F

i:'; )1' iJ1 子

川lぬ ふじ子

緑丘金太郎

上 回{注 正

{ケ々木 信治

倉 橋 龍 詰

M
M

h
H

M
M

h
H

H
H

U
H

U
H

M
W

U
H
 

県厚生部次長

県婦人児童課長

県婦人児貧課
児童係長

県社会福祉協議会
事務局長

婦
人
の
職
場
進
出
に
よ
っ

て、

前
田

H
H

日
の
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
神
が

つ
く
d

と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
聞
く
の
で
す
が
、

日
の
あ
た
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
も
、
日
の
あ
た
る
よ

う
に
と
の
、
知
事
さ
ん
の
暖
か
い
姿
勢
を
伺

っ

て
お
り
、
本
当
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に
、
め
ざ
ま
し
く
経
済
が
発
展

し
て
い
る
陰
に
は
、
担
い
手
と
し
て
婦
人
の
職

場
進
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、

乳
幼
児
保
育
が
保
育
所
に
と
っ
て
、
大
切
な
役

割
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

O
才
児
か
ら

入
学
児
ま
で
の
保
育
問
題
が
、
い
ろ
い
ろ
と
論

議
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
富
山
県
に
は
、
保
育
所
が
二
六
二
、

へ
き
地
の
保
育
所
が
三
九
、
幼
稚
園
は
八
九
か

所
あ
り
、

保
育
所
で
は
、

二
万
四
、

二
八
九

人
、
幼
稚
園
で
は
、
八
、
九
二
二
人
の
乳
幼
児

が
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
か
ら
見
ま

し
で
も
、
本
県
は
保
育
所
が
は
る
か
に
多
く
、

私
た
ち
の
保
母
の
責
任
は
重
大
さ
を
感
じ
る
訳

で
す
。
保
育
所
は
、
豊
か
で
よ
り
よ
い
生
活
を

「養

護
と
教
育
」
が
一
体
に
な

っ
て
働
き
か
け
る
こ

と
に
よ
り
、
児
童
の
基
本
的
な
人
格
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
が
、保
育
の
原
理
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
代
の
円
本
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
は
、
保

育
所
で
よ
り
豊
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
富
山

県
の
保
母
さ
ん
た
ち
は
、
み
ん
な
い

っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
、
い
ろ
い
ろ
な
恵
条
件
に
も
負
け
ず

頑
張

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
悪
条
件
を
ひ
と
つ

う
こ
と
で
す
が
、
保
母
さ
ん
の
な
り
手
は
ど
う

な
ん
で
す
か
。
な
か
な
か
な
り
手
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
待
遇
の

問
題
も
か
ら
ん
で
く
る
と
出
い
ま
す
。
そ
の
前

に
、

O
才
児
あ
る
い
は
、

て
二
才
児
を
保
育

所
に
あ
ず
け
る
と
い
う
の
は
、
母
親
の
ル

l
ル

違
反
で
は
:
:
:
(
笑
)
。
母
親
が
面
倒
を
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
反

面
、
夫
婦
共
稼
ぎ
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な

手
当
を
す
る
か
と
の
問
題
も
残
り
ま
す
が
、

一

挙
に
要
望
全
部
を
解
決
す
る
と
い
う
の
は
困
難

で
す
か
ら
。
私
は
ま
ず
、
待
遇
の
問
題
、
給
与

面
の
改
善
を
や

っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
の
基
準
や
内
容
を
き
い
て
お
り
ま
す
と
、

改
善
は
ス
口

l
・
テ
ン
ポ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

効
果
が
上
る
よ
う
来
年
か
ら
、
新
し
い
保
育
所

の
施
設
を
増
や
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
た
だ

今
年
か
ら
は
、
私
立
保
育
所
の
内
容
、
施
設
に

お
い
て
も
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
よ
う
や
く
融
資

保
育
児
の
増
加

ひ
と
つ
な
く
し
て
い
こ
う
?
と
努
力
し
て
い
ま

す
。知

事
さ
ん
を
囲
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
体
験
談
な
ど
を
語
り
あ

っ
て
、
有
意
義
に
過

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
幼
児
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む

知
事

か
ね
て
か
ら
、
保
育
所
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
私
も
深
い
関
心
を
も

っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
と
く
に
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
ま

た
、

一
般
的
に
家
庭
の
お
母
さ
ん
方
が
外
へ
出

て
、
働
か
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
た
め
に
も
、
保
育
所
が
ど
ん
な
に
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
を
、
予
算
の
面
を
通

じ
て
現
況
を
よ
く
き
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
乳
幼
児
を
相
手
に
さ
れ
、
し
か

も
精
神
的
に
も
、
肉
体
的
に
も
大
変
で
あ
る
保

母
さ
ん
の
給
与
が
、
非
常
に
低
い
と
い
う
こ
と

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

予
算
編
成
の
大
詰
め
の
段
階
で
就
任
し
た
こ

と
も
あ
り
、
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
若
干

考
慮
し
た
つ
も
り
で
す
。
と
く
に
施
設
の
充
実

面
で
、新
た
に
乳
児
保
育
所
を
新
築
、例
年
よ
り

若
干
考
慮
し
て
こ
ん
ご
と
も
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、厚
生
省
と
も
十
分
折
衝
す
る
考
え
で
す
。

前
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
の
質

問
の
前
に
私
ど
も
の
保
母
の
会
に
つ
い
て
、
簡
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保
母
さ
ん
の
虫色
体
数
カL

少
な
し、

と

小さなこどもをあずかる保母さんたちの苦労はたいへん

制
度
の
拡
大
が
で
き
ま
し
た
。

倉
橋

保
母
さ
ん
の
な
り
手
が
い
る
か
と
の

こ
と
で
す
が
、
県
立
保
育
専
門
学
院
や
女
子
短

大
の
保
育
科
、
高
岡
第
一
学
園
な
ど
で
、
保
母

さ
ん
の
卯
が
誕
生
し
て
い
ま
す
か
ら
、
本
県
は

他
県
に
比
べ
て
資
格
の
あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
と
思
い
ま
す
。

保
育
専
門
指
導
者
の
増
員
を

前
田

乳
児
の
問
題
で
む
う
ひ
と
つ
。
い
ま

保
育
に
つ
い
て
の
指
導
者
と
し
て
の
、
保
育
専

門
指
尊
員
が
一
人
お
い
で
に
な
り
ま
す
が
、
増

や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
田

共
稼
、ぎ
家
庭
の
乳
児
の
保
育
に
つ
い

て
は
、
放
置
し
て
お
け
な
い
問
題
で
す
。
と
い

っ
て
そ
れ
に
か
わ
る
母
親
に
な
る
べ
き
人

(保

母
さ
ん
)
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
た
む
ず
か

し
い
こ
と
で
す
。
担
当
課
と
し
て
十
分
考
慮
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
質
問
の
保
育
専
門

指
導
者
で
す
が
、
現
在
県
に
一
名
、
四
市
町
に

四
名
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
要
望
の
と
お

り
保
育
専
門
指
導
者
は
全
市
町
村
に
ぜ
ひ
配
置

が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
県
の
増
員
と
あ
わ

せ
て
市
町
村
に
配
置
す
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

実
現
す
る
よ
う
、
指
導
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
川

安
全
保
育
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
最
低
基
準
は
、
ひ
と
つ

づ
つ
で
も
打
ち
破

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
設
さ
れ
る
保
育
所
は
、
別
で
す
が
、
小
さ

な
保
育
所
で
は
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
と
教
え
る
と
こ

ろ
、
食
事
を
す
る
と
こ
ろ
、
ひ
い
て
は
用
便
を
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す
る
と
こ
ろ
が
同
じ
部
屋
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
保
育
所
も
あ
り
ま
す
。
排
世
の
問
題
に
つ
い

て
痛
切
に
感
じ
ま
す
ね
。

前
田

安
全
教
育
と
い
う
面
と
創
造
力
に
つ

い
て
、
水
洗
便
所
は
県
の
補
助
が
出
て
い
ま
す

が
、
給
食
室
の
改
善
に
つ
い
て
も
目
を
つ
け
て

ほ
し
い
し
、
調
理
人
も
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。県

と
市
町
村
の
パ
イ
プ
役

社
会
福
祉
協
議
会

倉
橋

各
保
育
所
で
は
、
最
低
基
準
と
い
う

線
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と

を
や
ら
な
い
か
ら
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
前
進
し

な
い
。
こ
れ
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
県

と
市
町
村
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
大
い
に
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

全
員

ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

知
事

本
来
、
市
町
村
が
や
る
べ
き
仕
事
と

県
が
や
る
べ
き
仕
事
は
、
車
の
両
輪
の
よ
う
な

も
の
。
基
準
を
ど
こ
に
お
く
か
は
困
難
で
す

が
、
県
で
は
、
保
育
所
の
運
営
に
要
す
る
必
要

経
費
で
、
国
の
負
担
基
準
の
一
番
少
な
い
と
こ

ろ
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。
施
策
と
し
て
は
、

県
の
財
政
の
ゆ
る
す
限
り
、
親
身
に
な
っ
て
考

え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

堀

知
事
さ
ん
、
保
育
専
門
学
院
を
ご
覧

みんなの県政

知
事

皆
さ
ん
が
こ
の

よ
う
に
集
ま
っ
て
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
で
会
」
る

場
所
と
し
て
、
保
育
専
門

学
院
内
に
研
究
室
が
ほ
し

い
で
す
ね
。
厚
生
部
で
の

か
計
画
で
は
、
ど
う
だ
ね
来

祖
年
あ
た
り
に
。

M
M

森
丘

厚
生
部
で
は
、

ぽ
国
の
重
要
要
望
事
項
の
最

糊
優
先
と
し
て
、
来
年
度
に

時
保
育
専
門
学
院
の
改
築
に

.
保
よ
る
近
代
化
を
図
り
た
い

山
と
考
え
て
い
ま
す
。

慨

知
事

と
こ
ろ
で
、
保

4

母
さ
ん
の
平
均
給
与
は
い

く
ら
ぐ
ら
い
で
す
か
。

佐
々
木

デ
ー
タ
ー
に

よ
り
ま
す
と
、
公
立
で
二

r

万
七
、

0
0
0円
。
私
立

恥

で

二

万

五
、

0
0
0円
ぐ

ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事

平
均
年
令
は
ど
う
で
す
。

佐
々
木

三

O
才
ぐ
ら
い
で
す
。

清
水

富
山
市
の
場
合
は
、
そ
れ
よ
り
ま
だ

低
い
で
す
ね
。

に
な
り
ま
し
た
か
。

知
事

ぜ
ひ
一
度
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

堀

高
岡
へ
行
か
れ
た
お
り
に
は
、
ぜ
ひ

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
事

そ
う
し
ま
す
と
回
転
が
早
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
保
母
さ
ん
と
い
う
仕
事
は
、
私

は
待
遇
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
た

と
え
ば
、
子
ど
も
が
好
き
だ
と
か
、
あ
る
い
は
奉

仕
の
精
神
で
働
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
世
間
で
は
、
そ
の
善
意
に
甘
え
て
い
て

高
く
評
価
さ
れ
る
保
育
専
門
学
院

堀

私
た
ち
が
会
議
で
名
古
屋
な
ど
へ
い

き
、
「
ど
こ
を
出
ら
れ
ま
し
た
か
」
と
き
か
れ

た
場
合
、
「
保
専
」
と
答
え
る
と
、
大
変
高
く

評
価
さ
れ
ま
す
ね
。

謀
長
一の
健
康
鴇
匝
一時

公
害
防
止
条
例
を
改
正

い
ま
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
公
害
。
こ
の
対
策
に

つ
い
て
、
各
方
面
か
ら
県
へ
多
く
の
指
摘
が
あ
り
、

六
月
県
議
会
で
公
害
防
止
条
例
の
改
正
を
は
じ
め

公
害
に
対
す
る
一
連
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

公
害
は
、
国
の
内
外
を
と
わ
ず
大
公
害
発
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
(
か
く

き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
さ
れ
た
危
険
)
は
、
高
い
状
態
に
あ

れ
、
し
の
び
よ
る
公
害
か
ら
住
民
の
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
四
十

健
康
を
守
ろ
う
と
す
る
気
運
は
、
ま
二
年
に
公
害
課
を
置
く
な
ど
公
害
処

す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
理
体
制
を
整
え
、
公
害
監
視
の
網
を

九
七

0
年
代
は
、
公
害
と
の
対
決
の
整
備
す
る
と
と
も
に
、
調
査
研
究
施

年
だ
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
政
府
で
設
も
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

も
公
害
対
策
を
強
化
し
て
、
こ
れ
に
国
の
大
気
汚
染
防
止
法
や
騒
音
規
制

対
処
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
法
に
も
と
づ
く
規
制
や
指
導
に
も
力

本
県
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
全
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
富
山

国
有
数
の
合
金
鉄
、
ヵ
l
パ
イ
ト
、

県
初
の
公
害
防
止
条
例
を
昭
和
四
十

紙
パ
ル
プ
、
化
学
な
ど
の
電
力
消
費
三
年
に
制
定
し
、
公
害
防
止
対
策
を

型
や
水
消
費
型
の
産
業
が
集
積
し
、

い
ろ
い
ろ
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
新
し
く

一
県
の
機
構
を
改
革

四
五

・
六

・
二
ハ
一
生
ま
れ
る
工
業
地

。
公
害
課
を
知

事

直

轄

に

一

帯

に

お

い

て

は

、

公
害
行
政
を
総
合
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

一
公
害
を
未
然
に
防

知
事
直
属
と
し
て
参
事
を
お
き
、
係
を
企
画
、

一
止
し
よ
う
と
し

指
導
第
一
、
指
導
第
二
に
改
め
た
。

一

て

、
富
山
新
港
の

。
公
害
セ
ン
タ
ー
の
新
設

一
背
後
地
に
立
地
し

公
害
課
の
出
先
機
関
と
し
て
、
富
山
保
健
所
一
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

庁
舎
内
に
新
設
し
、
公
害
の
調
査
、
検
査
、
監
一
製
練
会
社
、
火
力

視
、
測
定
、
相
談

な

ど

を

行

な

う

。

一

発

電

会

社

と

公

害

。
公
衆
衛
生
課
に
健
康
管
理
係
を
新
設

一
防
止
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

公
害
に
係
る
健
康
調
査
、
健

康

被

害

者

の

救

一

ーし
か
し
、
こ
の

済

な

ど

を

行

な

う

。

一

よ
う
な
対
策
が
あ

みんなの県政

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
通
川
の

エ
チ
ル
水
銀
汚
染
問
題
や
黒
部
市
の

カ
ド
ミ
ウ
ム
の
汚
染
問
題
が
発
生
し

て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
大
き
な
不

安
感
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
状
勢
変
化
を
も
う
一
度
と
ら

え
な
お
し
、
県
の
姿
勢
そ
の
も
の

を
あ
ら
た
め
て
確
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
県
の
強
い
決
意
は
、
六

月
県
議
会
で
の
中
田
知
事
の
説
明
に

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
六
月
六
日
か
ら

十
五
日
に
か
け
て
開
か
れ
た
六
月
県

議
会
は
、
H
H

公
害
議
会
d

と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
議
事
日
程
の
大
部
分
が
公

害
対
策
の
審
議
に
か
た
む
け
ら
れ
、

事
実
、
多
く
の
重
大
な
決
定
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、

さ
き
の
公
害
防
止
条
例

の
、
全
条
項
に
わ
た
っ
て
不
備
な
点

が
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
ま

す
。
以
下
六
月
十
七
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
こ
の
改
正
の
内
容
を
の
ぞ
い
て

見
ま
し
ょ
う
。

4
4司
d

‘4司
d
司

4
4句
d
司

4句

改
正
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

広
が
っ
た
ワ
ク

明
確
な
公
害
責
任

県
の
改
正
条
例
は
、
こ
ん
ご
の
県

の
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
を
の
べ
て
い
ま
す
。
条
例
の
各

条
項
の
底
に
流
れ
る
も
の
は
、
大
気

汚
染
防
止
法
や
騒
音
規
制
法
な
ど
の

国
の
公
害
関
係
法
律
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
地
域
内
で
、
法
律
が
お
よ
ば

な
い
特
定
施
設
が
出
し
て
い
る
ば
い

煙
な
ど
を
、
国
で
定
め
て
い
る
排
出

基
準
と
同
程
度
に
規
制
し
よ
う
と
い

う
考
え
で
す
。

条
例
の
目
的
・
・
・
・
・
・
旧
条
例
の
目
的

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
な
ん
で
も
善
意

に
甘
え
る
き
ら
い
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

ム
μ

と
こ
ろ
で
県
下
に
、
保
育
所
も
幼
稚
園
も
な

い
市
町
村
が
あ
り
ま
す
か
。

倉
橋

下
村
だ
け
で
す
。

知
事

下
村
の
幼
児
た
ち
は
、
ど
う
し
て
い

ま
す
か
。

佐
々
木

富
山
と
射
水
地
区
の
市
町
保
育
所

へ
分
か
れ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

代
替
保
母
の
確
保
も

前
田

三
十
代
の
保
母
さ
ん
が
多
い
の
で
、

産
休
の
代
替
(
臨
時
保
母
さ
ん
)
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
病
気
に
な
っ
た
場
合
の
代
替
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
な
ん
と
か
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
休
ま
れ
る
と
、
他

の
保
母
さ
ん
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
代
替
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
国
が
だ
め
な
ら
、
県

で
お
願
い
し
た
い
と
忠
い
ま
す
が
。

川
島

そ
九
と
と
も
に
、
調
理
士
さ
ん
の
代

替
も
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。

知
事

い
ま
い
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

一
応
国
に
要
望
し
ま
す
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
県
で
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

全
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
固

ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
語
り
つ
く
せ
な

い
よ
う
で
す
が
、
今
日
の
懇
談
会
を
終
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
文
責
編
集
者
)

は
、

「
経
済
の
発
展
と
県
民
の
福
祉

と
の
調
和
を
は
か
る
た
め
」

、
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
条
例
は
「

県
民
の
健
康
の
保
護
と
生
活
環
境
の

保
全
」
を
最
重
点
に
う
た
い
、
住
民

の
た
め
の
条
例
で
あ
る
こ
と
を
、
い

っ
そ
う
明
確
に
し
ま
し
た
。

公
害
の
範
囲
・
・
・
・
・
・
事
業
活
動
か
ら

発
生
す
る
公
害
の
ほ
か
に
、
新
た
に

人
の
活
動
に
よ
る
も
の
を
加
え
、
さ

ら
に
追
加
さ
れ
た
も
の
に
地
盤
の
沈

下
が
あ
り
ま
す
。

責
任
の
あ
り
か
た
・
・
・
・・
・事
業
者
に

対
す
る
公
害
防
止
の
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
公
害
発
生
の
お

そ
れ
の
あ
る
て
場
な
ど
を
新
設
、
増

設
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
県
お
よ
び
関
係
市
町
村
と
の

協
議
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に

従
来
明
確
さ
を
欠
い
て
い
た
県
と
市

町
村
の
負
う
べ
き
責
任
分
野
が
、
は

っ
き
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

届
出
と
規
制
:
:
:
付
、
旧
条
例
で

は
、
常
時
一

O
人
以
上
の
従
業
員
を

使
用
し
て
、
規
則
で
定
め
る
施
設
を

設
置
し
て
い
る
事
業
者
が
、
そ
の
施

設
を
設
置
し
た
り
ま
た
は
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
届
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま
し
た

が
、
改
正
条
例
で
は
、

一
O
人
以
下

の
従
業
員
を
使
用
し
て
い
る
事
業
者

で
も
、
届
出
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
旧
条
例
に
定
め
の
な
か

っ
た
規
制
基
準
は
規
則
で
定
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

。
特
定
施
設
(
※
参
照
)
ま
た
は
特
定

施
設
を
設
置
し
て
い
る
工
場
な
ど
か

ら
出
る
、
J

ば
い
煙
な
ど
の
濃
度
が
規

制
基
準
を
こ
え
る
と
き
は
、
知
事

は
、
そ
の
事
業
者
に
対
し
て

- 8ー

※
特
定
施
設
と
は
・・・・・・国の法

一
律
が
公
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が

一
あ
る
と
し
て
い
る
機
械
を
つ
か

う
施
設
の
こ
と
。
こ
の
機
械
類

に
ふ
く
ま
れ
る
も
の
に
ボ
イ
ラ

ー
、
乾
燥
炉
、
汚
物
焼
却
炉
、

一
圧
延
機
械
、
印
刷
機
械
な
ど
が

あ
る
。

ω
特
定
施
設
の
設
置
の
計
画
段
階

に
お
い
て
、
施
設
の
構
造
な
ど
の
計

画
変
更
勧
告
、
施
設
の
設
置
計
画
の

廃
止
の
勧
告
が
で
き
る
。
勧
告
の
違

反
に
は
、
計
画
変
更
命
令

・
設
置
廃

止
命
令
が
で
き
る
な
ど
、
事
前
に
公

害
の
発
生
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

ω
す
で
に
あ
る
特
定
施
設
に
も
改

善
勧
告
が
出
せ
る
。
勧
告
に
違
反
し

た
と
き
は
、
改
善
命
令

・
一
時
停
止

令
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

同
水
銀
ま
た
は
水
銀
化
合
物
な
ど

を
使
用
し
、
特
定
施
設
を
設
置
し
て

い
る
者
に
水
質
測
定
と
報
告
を
義
務

づ
け
た
。

帥
天
災
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ
っ

て
、
著
し
く
公
害
が
発
生
し
た
り
、

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
知

事
は
、
そ
の
原
因
者
に
必
要
な
措
置

を
と
る
よ
う
、
求
め
る
こ
と
が
で
き

る。
罰
則
:
:
:
旧
条
例
で
は
、
届
出
違

反
者
に
対
し
て
は
、
一
律
に
三
万
円

以
下
の
罰
金
で
し
た
が
、
改
正
条
例

で
は
、
違
反
の
程
度
に
応
じ
て
罰
則

を
三
段
階
に
わ
け
ま
し
た
。
最
も
き

び
し
い
罰
則
は
一
年
以
下
の
徴
役
を

新
た
に
加
え
た
、
ま
た
違
反
者
だ
け

で
な
く
、
そ
の
使
用
者
も
処
罰
す
る

規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。
(
公
害
課
〉
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みんなの県政
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登
山
で
明
日

今
年
も
山
の
シ
ー
ズ

ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
立
山
を
は
じ
め
、
県
下

の
山
々

に
大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
る

一一一
弘. い

う
こ
と
な
の
で
す
.

つ
ま
り
、
植
物
を
採

っ
た
り
、踏
み

つ
け
た
り
、
鳥
を
と
ら
え
よ
う
と
し

た
り
、
。
コ
ミ
を
散
ら
か
し
た
ま
ま
帰

つ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。美
し
い
も
の
を
自
分
の
も
の
に
し

た
く
な
り
、
悪
い
気
持
は
な
い
の
だ

け
れ
ど
、
た

っ
た
一
株
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
を
自
分
の
庭
に
持

っ
て
き
た
か

っ

た
か
ら
。
た
っ
た
一
枝
の
ナ
ナ
カ
マ

ド
の
赤
い
実
が
素
敵
だ
っ
た
か
ら
。

た
っ
た
一
輸
の
イ
ワ
キ
キ
ョ
ウ
を
胸

に
さ
し
て
み
た
か

っ
た
か
ら
。
た
っ

た
一
本
:
:
:
。
こ
の
た

っ
た
一
本
が

い
け
な
い
の
で
す
。

法
律
で
罰
則
も

現
在
は
立
山
周
辺
だ
け
で
も
、
年

間
二

O
万
人
が
登
り
ま
す
。

一
人

一

本
づ
っ
取

っ
て
も
二

O
万
本
な
の

で

野

鳥

や

動

物

みんなの県政

さ
て
、
自
然
景
観
の
中
で
地
表
を

覆
う
緑
、
植
物
を
主
役
と
す
る
な
ら

ば
、
梢
で
高
ら
か
に
歌
う
カ

ッ
コ
ウ

ゃ
、
霧
の
中
、
雪
渓
の
縁
で
エ
サ
を

あ
さ
る
雷
鳥
や
、
岩
山
に
じ
っ
と
立

ち
つ
く
す
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
野
生
動

物
は
、
名
脇
役
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
植
物
の
静
に
対
し
て
、
動
と
も

す
。
標
高
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

植
物
が
生
存
し
て
い
く
条
件
が
厳
し

く
な

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
抜
き
取
ら

れ
る
と
回
復
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

と
く
に
数
少
な
い
も
の
は
、
み
ん

な
で
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
立
山
周
辺
で
は
、
チ

ョ
ウ
ノ
ス

ケ
ソ
ウ
、
ク
ロ
ユ
リ
な
ど
、
最
近
目

に
つ
か
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
国
立
公
園
や
固
定
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
所
で
は
、
自
然
公

園
法
で
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
所
で
は
、
文
化
財
保
護
法
や

森
林
法
で
高
山
植
物
な
ど
の
採
取
を

強
く
規
制
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
強

い
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、私
た
ち
の
誇
る
郷
土
の
山
々
に
、

い
つ
ま
で
も
美
し
い
円
然
を
残
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

の

保
護
も

い
え
ま
す
。
円
だ
け
で
な
く
耳
か
ら

も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

森
林
市
、
高
原
、
カ
レ
地
、
頂
上

部
な
ど
て
野
鳥
や
動
物
の
姿
を
見
た

り
、
声
を
聞
い
た
り
す
る
と
な
ん
と

な
く
ホ

ッ
と
し
、
心
凱
ま
る
思
い
が

す
る
も
の
で
す
。

カ
モ
シ
カ
や
雷
鳥
は
特
別
天
然
記

へ
の
活
力
を
ノ

立山へは毎年 20万人訪れる

こ
と
で
し
ょ
う
。

一
口
に
山
へ
行
く
と
い
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

カ
ニ
の
よ
う
に
、
重
い
荷
物
を
か

つ
い
で
、
山
か
ら
山
へ
と
縦
走
し
て

歩
く
も
の
。
高
原
で
こ
れ
が
タ
テ
ヤ

マ
リ
ン
ド
ウ
、
こ
れ
が
ハ
ク
サ
ン
イ

チ
ゲ
な
ど
と
名
を
あ
げ
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
お
花
畑
を
散
策
す
る
も
の
。

テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
ふ
だ
ん
皿
洗
い

も
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
「
今
晩
は

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
」
な
ど
と
、
炊
事

に
精
を
出
し
た
り
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ

・
フ
ァ
イ
ヤ
l
に
興
ず
る
も
の
。
深

と
し
よ
う

い
谷
を
何
度
も
徒
渉
し
な
が
ら
ゆ
く

も
の
。
あ
る
い
は
、
一
本
の
ザ
イ
ル

に
身
を
托
し
て
岩
壁
を
よ
じ
登
る
も

の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
型
が
あ
り
ま

す。
形
は
と
も
あ
れ
、
山
登
り
の
最
高

の
喜
び
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
目
指

す
頂
き
を
征
服
し
た
時
の
気
分
に
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
た
た
る
汗
を
ぬ
ぐ

い
、
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
登
っ
て
そ
の
頂

き
に
立
っ
た
時
、
今
ま
で
の
苦
し
い

思
い
は
瞬
時
に
し
て
過
去
の
も
の
と

な
り
、
な
に
か
ひ
と
つ

の
こ
と
を
仕

遂
げ
た
充
実
感
を
覚
え
ま
す
。

誰
の
力
も
借
り
ず
、
自
分
自
身
の

力
で
登
っ
た
の
で
す
か
ら
、
現
代
の

複
雑
な
社
会
の
中
で
、
め
っ
た
に
な

る
と
と
の
で
き
な
い
「
主
人
公
」
に

自
分
が
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

そ
し
て
、
涼
風
に
汗
の
身
を
ゆ
だ

ね
、
は
る
か
に
連
な
る
山
な
み
に
目

を
向
け
て
い
る
と
、
明
る
く
す
が
す

が
し
い
心
地
が
し
て
き
ま
す
。
そ
し

て
、
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
明
日

か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
活
力
が

湧
い
て
き
ま
す
。

F

-

つ
F

-

ナ
J

J
ι

ふ
/

本
ぐ
ら
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
い

感
激
を
次
の
人
に
も

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
さ
を
求
め
て
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
山
へ
行
く
。
こ

れ
は
非
常
に
よ
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
た
だ
手
放
し
に
喜
ん
で
ば
か
り

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、

念
物
に
指
定
さ
れ
、
最
近
や

っ
と
ふ

え
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
3

今
後
も
暖
か
く
見
守

勺
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

野
鳥
や
動
物
た
ち
は
、
お
ど
し
た

り
、危
害
を
加
え
た
り
し
な
け
れ
ば
、

恐
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
山
の

仲
間
と
し
て
、
彼
ら
の
世
界
に
仲
間

入
り
さ
せ
て
も
ら
う
の
だ
と
い
う
気

持
で
、
接
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ゴ
ミ
の
整
理
も
忘
れ
ず
に

植
物
や
動
物
を
守
る
ほ
か
、
山
登

り
の
エ
チ

ケ
ッ

ト
と
し
て
欠
か
せ
な

い
も
の
は
、
ゴ
ミ
を
散
ら
か
さ
な
い

こ
と
で
す
。

山
の
頂
き
に
立
ち
、
四
周
の
す
ば

ら
し
い
展
望
に
感
激
し
て
も
、
足
元

に
散
ら
か

っ
て
い
る
カ
ン
や
残
飯
を

目
に
し
て
は
、

一
度
に
そ
の
心
も
冷

え
て
し
ま
い
ま
す
。

山
に
登
る
人
は
、
日
帰
り
、
宿
泊

何
事
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
山

登
り
に
も
作
法
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。山
の
作
法
と
は
、
そ
れ
は
あ
と
か

ら
来
る
人
に
も
、
自
分
が
楽
し
ん
だ

こ
と
と
同
じ
楽
し
み
ゃ
感
激
を
味
わ

え
る
よ
う
な
状
態
に
し
て
お
く
。
と

天然記念物の雷鳥

を
問
わ
ず
、
中
食
や
ジ
ュ
ー
ス
、
カ

ン
ヅ
メ
を
持
っ
て
行
か
な
い
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
跡
始
末
を
み

な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

か
。
郷
土
の
山
々
を
ゴ
ミ
で
埋
め
な

い
よ
う
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
気
を

つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
楽
し
く
気

持
の
よ
い
登
山
が
で
き
る
の
で
す
。

×

×

×

 

富
山
県
は
、
北
の
日
本
海
を
除
い

て
、
三
方
を
緑
深
い
山
々
に
取
り
固

ま
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
祖
先
は
、

こ
の
山
々
か
ら
物
心
両
面
に
永
い
間

恩
恵
を
さ
ず
か

っ
て
き
ま
し
た
。

里
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
も

っ
と
親
し
い
も
の
と
す
る
た
め
、
こ

と
し
は
夏
山
の
計
画
を
立
て
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
山
の
エ
チ

ケ
ッ
ト
も
き

っ
と
忘
れ
ず
に
。

(
貿
易
観
光
課
)

川

次

代

を

背

負

う
児
童
が
、
心
身

酬
と
も
に
す
こ
や
か
に
育
成
さ
れ
、

馴

す

べ
て
の
母
子
家
庭
が
そ
の
生
活

酬

を

保
障
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
白

川
標
と
し
て
、
児
童
福
祉
と
母
子

・

馴

婦
人
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

酬

が
婦
人
児
童
課
で
す
。

酬

児

童
福
祉
の
関
係
で
は
、
児
童

酬

の
健
全
な
ク
ヲ
ブ
活
動
を
そ
だ
て

削
る
指
導
者
の
養
成
、
乳
幼
児
の
保

剛

育

所
整
備
な
ど
児
童
の
健
全
育

介

成、

精
神
薄
弱
児
(
者
)
、
肢
体
不

自

自
由
児
な
ど
い
わ
ゆ
る
心
身
障
害

事

児
(
者
)
の
治
療
、
訓
練
施
設
の
整

構

備
。
な
か
で
も
重
度

・
重
症
の
心

護

身
障
害
児
ハ
者
〉
施
設
の
整
備
充
実

ー

な
ど
が
お
も
な
仕
事
で
す
。

の

母
子

・
婦
人
福
祉
関
係
で
は
、

』「

母
子
(
寡
婦
)
家
庭
に
事
業
資
金
、

l
修
学
資
金
、
生
活
資
金
な
ど
の
貸

県

付
け
を
行
な
い
、
経
済
的
自
立
の

川

援
助
や
、
母
子

・
婦
人
相
談
員
に

酬

よ
る
身
の
う
え
相
談
、
自
立
更
正

酬

の
指
導
、
要
保
護
婦
人
の
更
生
指

川

導
な
ど
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

川

出
先
機
関
と
し
て
は
、
富
山、

川

高
岡
児
童
相
談
所
。
富
山、

黒
部
、

川

砺
波
学
園
、
保
育
専
門
学
院
、
高

剛

志
学
園
、
精
神
薄
弱
者
更
正
相
談

川

所
、
新
生
園
、
婦
人
相
談
所
お
よ

川

び
葉
月
寮
の
二
機
関
が
あ
り
、

川

こ
れ
ら
機
関
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

州

事
務
所
と
も
密
接
な
連
絡
を
と
り

川

な
が
ら
、
児
童
福
祉
と
母
子

・
婦

川

人
福
祉
の
推
進
に
つ
と
め
て
お
り

州

ま
す
。 厚

生

部婦
人
児
童
課

- 12ー
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州

富
山
市
か
ら
南
へ
約
一
二
キ
ロ
の

州

丘

陵
地
帯
に
、立
山
連
峰
を
仰
ぎ
、

川

熊
野
川
の
清
流
と
越
中
平
野
を
見

附

下
し
、は
る
か
に
富
山
港
を
望
む
、

酬

風
光
絶
佳
な
大
自
然
の
中
に
、
少

川

年
保
護
院
が
あ
る
。

川

こ
こ
は
、
家
庭
裁
判
所
が
保
護

川

処
分
を
決
定
し
た
、
非
行
、
要
保

川

護
の
少
年
た
ち
を
収
容
し
て
い
る

川
と
こ
ろ
。

川

久
冨
院
長
は
、

「
私
の
と
こ
ろ

川

で
は
、
現
在
三
二
名
の
少
年
た
ち

酬

を
あ
ず
か

っ
て
い
ま
す
。

一
般

U
.

に
H
H

少
年
院
。
と
い
う
と
何
か
陪

グ

い
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
か
と
思

温

い
ま
す
が
、
こ
こ
は
、
軽
度
の
少

i
年
を
収
容
し
て
い
る
と
い
う
関
係

関

も
あ
り
ま
す
が
、
全
国
唯
一
の
無

i
鉄
柵
、
開
放
少
年
院
で
す
。
こ
れ

棋

に
よ

っ
て
、
閉
鎖
拘
禁
か
ら
生
じ

』じ

や
す
い
教
育
へ
の
弊
害
を
取
り
除

ar

コ

い
て
、
明
る
く
、
の
び
の
び
と
し

出

た
環
境
で
矯
正
し
、
社
会
へ
送
り

出
し
た
い
と
、

二
五
名
の
職
員
が

の

一
丸
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

3
は
、
地
元
の
方
の
協
力
と
理
解
、

巨

後
援
会
や
教
官
の
熱
意
が
あ

っ
て

川

こ
そ
の
こ
と
で
す
」
と
力
説
。

川

ま
た
、
こ
こ
は
県
の
認
可
を
得

川

て
、
雄
降
高
校
通
信
制
福
沢
学
級

川

を
設
置
。
こ
と
し
も
二
八
名
が
入

川

学
し
、
勤
労
学
生
の
気
風
を
養

っ

川

て

社
会
生
活
に
正
し
く
、
円
滑
に

川

順
応
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

川

る
。

剛

一
方
、
生
徒
た
ち
の
寮
で
は
、

川

寝
具
な
ど
が
整
理
整
頓
さ
れ
、
規

川
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

川

非

行
少
年
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
。

川

私

た
ち
は
彼
ら
が
早
く
社
会
復
帰

川

で
き
る
よ
う
、
暖
か
く
見
守

っ
て

酬

や
り
た
い
。
住
所
は
上
新
川
郡
大

川
山
町
東
黒
牧
一

0
0

- 13ー

富
山
少
年
学
院



みんなの県政

聞
こ
う
知
ろ
う
確
か
め
よ
う

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?

こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ

て

先

は

富
山
市
新
総
山
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

を置彊ZE ;m-~-転車議員臨時事長暗由司韓国時空型哩時

• 
カ
ド
ミ
ウ
ム
と
は

答

カ
ド
ミ
ウ
ム
は
、
ふ
つ

う
亜
鉛
鉱
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
元
素
で
亜
鉛
、
鉛
ま
た

は
銅
な
ど
の
製
練
の
副
産
物

と
し
て
で
て
き
ま
す
。
用
途

と
し
て
は
、
鉄
鋼
製
品
の
メ

ッ
キ
用
、
合
金
用
、
ヒ
ュ
ー

ズ
、

ハ
ン
ダ
な
ど
に
、
化
合

物
は
美
し
い
黄
色
、
赤
色
顔

料
と
し
て
絵
具
、
ラ
ッ
カ
ー

な
ど
に
用
い
ら

れ

て
い
ま

-
す
。
最
近
で
は
、
原
子
炉
の
制
御
棒

や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
材
料
、
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
樹
脂
の
添
加
剤
と
し
て
用
途
は

ま
す
ま
す
拡
大
し
、
わ
た
し
た
ち
の

周
囲
に
よ
く
み
ら
れ
る
元
素
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食
品
中
に
も

普
通
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
お
り
、
自

然
界
に
は
ど
こ
で
も
ご
く
徴
量
に
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

カ
ド
ミ
ウ
ム
に
よ
る
慢
性
中
毒

は
、
昭
和
二
十
五
年
代
に
入

っ
て
よ

う
や
く
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
ま
で
は
急
性
の
は
げ
し
い
胃
腸

の
障
害
が
お
こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
し
た
。

し
か
し
、
神
通
川
流
域
の
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
の
研
究
が
進
む
に
し
た
が

っ
て
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
人
体
に
対
す

る
影
響
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
は
長

い
年
月
の
問
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
に
汚
染

さ
れ
た
食
品
や
水
を
飲
食
し
て
腎
臓

が
侵
さ
れ
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が

体
外
に
出
て
い
る
人
が
、
何
回
も
分

娩
し
、
更
年
期
以
降
ホ
ル
モ
ン
の
状

ス
ポ

ー
ツ
服
装
品
に
夢
を
か
け
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
服
装
を
一
手
に
引
き
受
け

て
い
る
上
木
太
郎
治
さ
ん
(
五
六
才

八
側
、‘コ
ー
ル
ド
ウ
イ
l
γ
常
務

V
)

を
訪
ね
た
。

上
木
さ
ん
は

「福
井
県
の
武
生

に
次
男
坊
と
し
て
生
ま
れ
た
私
は
、

当
時
親
に
頼
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

す
べ
て
白
分
で
生
き
る
道
を
み
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
学
校
を

み んな の 県 政

wr 

態
も
悪
い
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な

っ

て
、
骨
折
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
カ
ド
ミ
ウ
ム
中
毒
と
し
て
、
腎

臓
障
害
が
ま
ず
出
て
き
ま
す
が
、
腎

臓
障
害
は
す
べ
て
カ
ド
ミ
ウ
ム
中
毒

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

一
般
の
成
人
病

の
場
合
も
血
圧
が
高
く
な

っ
た
り
、

腎
臓
障
害
が
起

っ
た
り
、
骨
が
す
こ

し
も
ろ
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
カ
ド

ミ
ウ
ム
中
毒
に
よ
る
腎
臓
障
害
は
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
の
摂
取
を
減
ら
し
、
早

期
発
見
す
れ
ば
治
す
v

」
と
が
で
き
ま

す
。イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
発
生
地
域
、
黒

部
市
の
要
観
察
地
域
の
方
は
、
健
康

診
断
を
受
け
、
早
期
発
見
に
つ
と
め

て
下
さ
い
。

無
断
で
山
菜
を
と

っ
て
よ
い
か

答

森
林
内
に
は
え
て
い
る
立
木
、

き
の
こ
、
木
の
実
を
そ
の
森
林
の
所

有
者
の
許
可
な
く
採
取
し
た
と
き

は
、
森
林
窃
盗
罪
が
成
り
立
ち
、
三

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
三
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
(
森
林
法

第
一

九
七
条
)
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
近
年
は
、
所
得
の
向
上
、
都
市
の

過
密
化、

マ
イ
カ
ー
の
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
、
自
然
を
求
め
、
自
然
に
親

し
む
機
会
を
た
が
い
に
多
く
も
つ
よ

川

ム
庭
木
の
手
入
れ
と

真
夏
の
準
備

つ
ゆ
あ
け
で
、
新

ん

し
い
枝
も
か
た
ま

っ

た
の
で
、
ヒ
パ

、
サ

刈

ク
ラ
、

マ
サ
キ
、
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど

の
生
け
垣
の
伸
び
す

ぎ
を
刈
り
こ
ん
で
、

い
夏
越
し
を
さ
せ
る
と
よ
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に

ツ
バ

キ
、

川
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
、
サ
ザ
ン
カ
、

マ

川
サ
キ
、
ク
チ
ナ
シ
な
ど
、
昨
年
の

.
枝
と
の
境
い
目
で
切

っ
て
ダ

ン
ゴ

川
ざ
し
す
る
と
よ
く
つ
く
。

揮豊氏=J七

月

の

解

説

七
月
の
和
名
を
「
ふ
づ
き
」
と

ふ
み
づ
主

い
い
ま
す
。
「
文
月
」
が
縮
ま
っ

て
、

「
ふ
づ
き
」
と
呼
ば
れ
た
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
な
ぜ
七
月
が

「文
」
に
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
奥
義
抄
と
い
う
書
物
に
よ
る
と

ふ
み

「
織
女
に
か
す
と
て
書
を
ひ
ら
く

み
づ
き

故
に
文
月
と
い
う
」
と
あ
り
ま

す。

出
る
こ
ろ
に
は
、
養
子
の
口
も
幾
っ

か
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
で
な
に
か

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
、私
を
と
ら
え
て
離
さ
な
か

っ
た
。

昔
か
ら
衣
食
住
を
あ
っ
か
う
仕
事
に

頼

っ
て
お
れ
ば
、
暮
ら
し
て
ゆ
け
る

と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
衣
料

を
ね
ら

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
卒
業
期
の
夜
十
二
時
ご
ろ
ま
で
、
疲
れ
を
忘
れ

昭
和
六
年
、
当
時
ス
タ
l
印

と

し

て

て

働

い

た
。
そ
の
か
い
が
あ

っ
て
社

名
声
の
あ

っ
た
、
東
京
の
江
尻
メ
リ
長
に
見
込
ま
れ
、
経
編
、
横
編
、
丸

ヤ
ス
が
求
人
し
て
い
る
こ
と
を
知
編
、靴
下
編
と
次
々
担
当
が
か
わ
り
、

り
、試
験
に
パ
ス
。
全
国
か
ら
成
績
優
五
年
間
の
う
ち
に
各
部
門
の
技
術
を

秀
な
も
の
ば
か
り
約
三

O
名
入
社
。

み

っ

ち
り
身
に
つ
け
た
。
そ
こ
で
、

仕
事
の
中
に
は
、
自
然
と
競
争
ム

l

戦
争
を
迎
え
た
。

ド
が
漂

っ
て
、
毎

日

朝

の

七

時

か

ら

昭

和

十

二
年
の
支
那
事
変
に
は
、

…一

私

の

7健
全
な
身
体
に

一

一一

座
右
銘

一

健
全
な
心
が
や
ど
る
4

一

一

私
は
仕
事
を
や
っ
て
ゆ
く
う
え
に
お
い
て
、
体
力
ε

つ
く
り
が
ま
ず
基
礎
一

一
だ
と
思
い
ま
す
。
体
力
を
錬
え
る
た
め
、
毎
日
五
時
半
に
起
き
、
若
い
従

い

一
業
員
の
先
頭
に
立

っ
て
、
野
球
な
ど
で
ノ

ッ
ク
を
百
本
ば
か
り
し
て
い
ま

一

日
す
。

一

仕
事
が
終

っ
て
か
ら
や

っ
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
早
起
町

一
き
し
、
清
い
空
気
を
吸
っ
て
、

一
汗
か
い
た
あ
と
、
気
持
よ
く
仕
事
に
か
い

一
か
る
こ
と
は
、

一
日
を
楽
し
く
そ
し
て
熱
が
入
り
、
精
も
出
る
と
思
い
ま
い

日
す
。
こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
全
な
身
体
を
つ
く
り
、
そ
れ
~

一
に
よ
っ
て
精
神
修
養
に
も
な
る
と
信
じ
て
、
従
業
員
に
も
勧
め
て
お
り
ま
町

叫
す
。
今
後
ま
す
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
明
る
い
人
づ
く
り
、
職
場
づ
一

円
く
り
を
す
す
め
た
い
と
思

い

ま

す

。

日

④ 回密室冨霊園

私
の
隊
が
南
京
攻
略
の
一
番
乗
り

し
、仲
間
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
死
。私
は

足
に
軽
い
銃
傷
を
受
け
は
し
た
が
、

運
よ
く
命
だ
け
は
助
か

っ
た
。
当
時

の
隊
長
は
、
八
戦
死
し
た
将
兵
は
、

職
務
を
ま

っ
と
う
し
た
。
君
た
ち
の

命
が
助
か

っ
た
の
は
、
神
が
な
に
か

す
る
こ
と
を
命
じ
て
、
残
し
た
の

だ

V
と
訓
話
さ
れ
、
白
分
に
残
さ
れ

た
の
は
、

グ
メ
リ
ヤ
ス
な
の
だ
d

、

と
い
ま
だ
見
果
て
ぬ
夢
が
再
び
よ
み

が
え
っ
た
。

戦
い
か
ら
帰

っ
て
さ

っ
そ
く
大
阪

に
い
る
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

戦
争
が
お
ち
つ
く
ま
で
、
陸
軍
造
兵

廠
に
入
っ
た
ら
と
勧
め
ら
れ
、
軍
の

整
理
事
務
に
た
づ
さ
わ
り
、
こ
こ
で

は
、
事
務
関
係
に
つ
い
て
み
っ
ち
り

勉
強
。
こ
れ
が
い
ま
経
営
面
に
プ
ラ

ス
し
て
い
る
」
こ
う
語

っ
た。

う
に
な
り
、
山
林
も
レ
ク
リ
ェ

l
シ

ヨ
ン
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
で

山
林
を
荒
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

ム
観
葉
植
物
の
日
よ
け

ま
だ
湿
気
も
多
い
し
、
組
度
も
上

が
る
の
で
、
観
葉
植
物
は
わ
が
世
の

春
と
ば
か
り
に
伸
び
る
。
し
か
し
案

外
日
焼
け
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

ヨ
シ
ズ
下
に
と
り
こ
む
の
が
安
心
。

ゴ
ム
ノ
木
、
ヒ
シ
類
、
ベ
コ
ニ
ア
、

シ
ダ
類
な
ど
は
、
湿
気
を
で
き
る
だ

け
保
つ
よ
う
に
。
ま
た
、
こ
の
時
期

を
利
用
し
て
鉢
か
え
、
株
分
け
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
。

い
よ
い
よ
真
夏
、
池
の
手
入
れ
、

シ
ノ
ブ
の
手
入
れ
、
日
よ
け
棚
の
整

備
な
ど
、
少
し
で
も
涼
し
い
気
分
を

出
す
た
め
の
心
が
け
が
大
切
。
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ま
た
中
国
で
は
、
七
月
七
日
に

ぱ
ノ
し
ょ

曝
書
(
虫
干
し
)
を
す
る
行
事
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
日
本
に
伝
わ

っ
て
、
こ
の
月
を
文
月
と
呼
ん
だ

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。おみ

九
え
し

こ
の
ほ
か
、
七
夜
月
、
女
郎
花

づ

き

た

な

ま

戸

づ

き

月
、
七
夕
月
と
も
呼
ば
れ
、
英
語

ジ
ユ
ラ
イ

で
は

τ一て
。

ロ
l

マ
の
政
治
家
ジ

ュ
リ
ア
ス

・
シ
ー
ザ
ー
が
西
暦
紀

元
前
百
年
の
七
片
十
二
日
に
生
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
を
と

っ

た
も
の
で
す
。

工場内を巡視し製品に見入る上木さん

二
十
二
年
に
な
る
や
、
メ
リ
ヤ
ス

編
み
機
が
ぽ
つ
ぽ
つ
出
て
き
た
。
軍

の
放
出
物
資
を
利
用
し
て
、
靴
下
製

造
に
と
り
か
か

っ
た
と
こ
ろ
、
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
て
い
っ
た
。

上
木
さ
ん
は
、
戦
争
が
終

っ
て
社

会
が
平
和
に
向
う
に
つ
れ
、
ス
ポ

ー

ツ
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
、
ス
ポ

ー
ツ
服
装
品
の
製
作
に

と
り
か
か

っ
た
。
三
十
八
年
に
は
、

津
沢
メ
リ
ヤ
ス
か
ら
。コ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ー
ン
(
グ
黄
金
の
勝
利
。

の
意
、
社

長
西
国
東
作
氏
)
と
改
称
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
日
本
の
金
メ

ダ
ル
一
六
個
の
う
ち
、

一
二
個
ま
で

が
、
会
社
の
製
品
を
着
用
し
て
い
る

選
手
の
手
に
握
ら
れ
た
。
ま
さ
に
社

名
の
と
お
り

『
黄
金
の
勝
利
』
宥
発

揮
し
た
。

現
在
、
業
界
で
は
、
ほ
と
ん
ど
専

門
化
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
昔
の
経

験
を
生
か
し
て
、
多
角
経
営
を
進
め

て
ゆ
き
た
い
と
語
り
、
技
術
開
発
に

も
研
究
熱
心
で
、
裁
断
方
法
に
つ
い

て
も
、
能
率

・
省
力
化
の
た
め
、
新

方
法
を
考
案
中
と
か
。
常
に
若
い
人

達
の
先
頭
に
立
っ
て
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
、
現
代
の
名
工
と

し
て
全
国
三

O
万
人
の
同
士
の
中
か

ら
た
だ
一
人
、
労
働
大
臣
表
彰
を
受

け
た
。
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カメラ}}~~マ
県

土

の

67 

富
山
県
の
林
野
面
積
は
、
二
八
万
三
、

0
0

0
診
で
、
県
土
の
六
七
軒
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
地
形
が
急
峻
な
う
え
、
豪
当
、
多
雨

と
い
う
特
有
な
自
然
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

富
山
県
林
業
試
験
場
で
は
、林
業
を
振
興
し
、

農
山
村
経
済
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
治
山

治
水
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
党
発
問
押
さ
せ
る

た
め
の
、
技
術
開
発
を
進
め
て
、
県
土
を
災
害

か
ら
守
る
課
題
に
む
か

つ
て
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
造
林
部
門
と
し
て
、
林
木
の
品

種
改
良
試
験
を
は
じ
め
と
し
て
、
豪
雪
地
帯
に

お
け
る
育
林
、
育
苗
試
験
や
造
林
適
地
土
壌
の

調
査
試
験
が
重
要
な
研
究
テ
l

マ
と

江
っ

て
お

V お手まき杉の床がえ……昨

年全国植樹祭で、両陛下がお

手まきされた立山杉は、すく

すく育ち、 4月23日本畑に床

がえされた。

% 
は 富山県林業試験場関係図

林

野
富

山

県

林

業

試

験

場

(立
山
町
古
川
昨
)

り
ま
す
。

林
産
物
部
門
で
は
、
く
り
の
品
種
適
応

ぷ
験
と
苗
木
の
養
成
、
し
い
た
け
の
品
種

比
較
と
種
苗
の
培
養
な
ど
、
こ
こ
に
も
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

省
力
に
つ
い
て
は
、
林
地
除
草
剤
の
施

刑
な
ら
び
に
造
林
作
業
の
機
械
化
試
験

や
、
伐
木
、
運
材
の
機
械
化
試
験
を
行
な

っ
て
効
率
を
あ
げ
よ
う
と
努
力
中
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
防
災
用
治
水
ダ
ム
建
設
の

た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
、
公
害

防
止
林
の
植
栽
試
験
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、

「
緑
の
富
山
」
を
築
く
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。... 自走式床替機による育苗機械化試験……苗木の植付けの省力化をめざしての

機械化作業。

V ジフイーポット試験…・・・年中植林できるようポット(北海道の泥炭と水ごけ

を混合して庄縮した鉢)を利用、いつでもそのまま植えられるよう、目下試験

中、活着率は99パーセントを見込んでいる。

林業試験場本舘

砂 スギ精英樹のクローン接木試験…・耐寒性

の優良品種育成のため、優良な杉を接ぎ木

し、それを母樹として、たくさんのさし穂を

とり，さし木苗を育成しようとするもの。

』‘

V しいたけの不時栽培…一季節

を問わず，しいたけ栽培を図ろ

うと，温室に入れての栽培試験。

V 苗圃・…・・苗畑には， スプリン

クラーで濯水。これで省力化が

進む。(右下)
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1I摩

(大山町〉

有

有
峰
湖
は
、
薬
師
岳
の
山
麓
。
和
田
川
を
せ

き
止
め
た
標
高
千

M
の
地
帯
で
、
ダ
ム
の
湖
水

面
積
は
五

O
O
Cと
、
本
県
惰
一
の
規
模
を
ほ

こ
る
。
周
囲
に
喬
木
(
高
い
木
〉
が
う
っ
そ
う
と

茂
っ
て
い
る
の
で
「
緑
の
有
峰
」
と
呼
ば
れ
、

富
山
県
で
は
珍
ら
し
い
シ
ラ
カ
バ
の
喬
木
林
も

見
ら
れ
ま
す
。
湖
周
を
一
周
す
る
林
道
約
三

O

誌
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
西
側
の
沿
線
道
路
か

ら
は
、
薬
師
岳
、
太
郎
山
の
優
雅
な
山
並
み
を

眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
岐
阜
県
境
の
大
多
和
峠
園
地
に
は

「
天
の
夕
顔
」
の
記
念
碑
が
あ
っ
て
こ
こ
か
ら

は
立
山
、
剣
岳
と
、
別
の
視
角
か
ら
み
る
立
山

連
峰
の
雄
姿
は
す
ば
ら
し
い
。
有
峰
は
五
月
に

木
の
芽
が
ふ
き
、
晩
春
の
新
緑
、
夏
の
避
暑
、

秋
の
紅
葉
と
、
移
り
変
る
四
季
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
県
立
青
少

年
ハ
ウ
ス
(
二
二

O
人
収
容
)
と
有
峰
キ
ャ
ン

プ
場
(
一
五

O
人
収
容
)
が
あ
り
ま
す
。
観
光

客
の
利
用
施
設
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
に
な
お
自
然
味
と
い
う
い
か
に
も
有
峰
ら

し
い
素
朴
さ
が
あ
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
は
、
富
山
か
ら
上
滝
、
小
見
経
由
と
、

国
道
四
一
号
線
猪
谷
、
土
経

由

の
二
通
り
が

あ
り
、

い
ず
れ
も
自
動
車
で
約
二
時
間
の
行

程
。
日
帰
り
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
区
と
し

て
は
、
ク
ー
ル
で
ド
ラ
イ
な
絶
好
の
場
所
で
し

ょ
A
J

。
電
車
と
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
富
山
l

小
見
間
電
車
四

O
分。

小
見
J
有
峰
問
、ハス
約

一
時
間
(
バ
ス
は
七
月
か
ら
十
月
ま
で
一
日
四

往
復
)
で
す
。

ハ注
〉
四
十
四
年
八
月
の
災
害
に
よ
り
、
小
見
J
有
峰

間
の
自
動
車
道
は
四
十
五
年
七
月
二
十
日
ご
ろ

ま
で
不
通
で
す
。
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(大
多
和
峠
天
の
夕
顔
砕
か
ら
薬
削
岳
を
望
む
)
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み

ん

な

の

県

政

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日
発
行
(
第
十
九
号
)

7
月

号

発編
行!t 夏の血液は不足しています
富
山
県
総
務
課

あなたも人助けに協力をノ

愛の血液助け合い運動 (7月1日--31日)

献血感謝の集い

(土〉午後1時30分(県l議場)

! ~ 

北日本放送 (7: 35--7: 50) 富山テレビ (7:30--7: 45) 

7月5日 12日 19日 7月26日

富

山

市

新

総

曲

電

話

富

山

@

四

一

一

7月25日

日曜日の朝はテレビで県政を

県政の広報事項を、フィルム構成および対談で放送

しておりますO(毎週日曜日)
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十
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